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論文の内容の要旨

　Ba卜、KBi○。（BKB）は銅酸化物に属してはいないが，小数キャリヤ濃度にもかかわらず比較的高い超伝導転移

温度（T、狐孤＝32K）を示す。この物質に関する磁性不純物効果はこれまで研究されたことが無く，その小数キャ

リヤ超伝導に対する影響は興味深い。

　磁性不純物としてPrを選び，K濃度はx＝O．40及びO．53として，それぞれBiサイトを0～10％Prで置換した

Baユー、K，Bil一。Pr。○。（BKBP）単結晶を，電気化学合成法で作製した。帯磁率および比熱の測定，赤外可視領域の分

光測定を行った。帯磁率測定から得られたT。は，Pr濃度yとともに低濃度でAbrikosov－Gor’kovの式に従い低下す

るが，転移濃度y㍍＝3．5％（x＝α40），！．5％（x＝O．53）でTc低下率は弱まって，2段階のT、減少をすることを

見いだした。常磁性帯磁率の温度変化から算出したキュリーワイス温度もPr濃度yとともに変化して，転移濃度

yt。で正から負へ変化するのがわかった。反強磁性的に結合したPrの磁気モーメントは超伝導電子対破壊効力を弱

め，その結果，T。低下率が下がるのである。

　さらに，Pr転移濃度y紅の前後ではパウリ常磁性および電子比熱係数γの変化率が大きく変わることが見いださ

れた。このことは電子質量の変化がこれらの現象に寄与していることを意味している。

　光学スペクトルは，Pr濃度yとともにドルーデ型からバンド間電子遷移を示すスペクトルヘ変化していくこと

が見いだされ，解析された。Pr置換にかかわらずスペクトルウェイトはほぼ一定に保たれる。このことからPrを

ドープしていない試料でも，x工O．40のK濃度ではBi6s電子の価電子帯は分裂していることが推測される。

審査の結果の要旨

　小数キャリヤ系超伝導への磁性不純物効果の研究を行うことにより，超伝導，帯磁率，比熱の電子物性から，2

段階のT。減少という新しい現象を見いだし，確認したことが評価される。K濃度を保持したまま，融点の高い希

土類元素Prに部分置換した単結晶BKB作製に成功していること，赤外可視スペクトルにより，BKBの電子構造

に新しい知見を得たことも評価される。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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